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歯周ポケット内細菌叢の栄養学的特徴

新潟大学歯学部口腔細菌学教室

上松 弘幸 佐藤拓 一 星野悦郎

歯周ポケット内の細菌と歯周疾患との関係は､いまだ

充分に解明されているとは言えず､考え方として ｢特異

病原菌説｣｢非特異性菌説｣等があるが､何れにしろ歯

周ポケット内である程度以上の数に増殖していなければ､

その病原性を発現出来ないと考えられる｡歯周ポケット

内の環境や細菌同志が影響し合った結果､歯周ポケット

内の細菌叢の細菌構成が決定されるとすれば､｢歯周ポ

ケット内細菌叢の生態学的検討｣は意義深い事と思われ

る｡

我々は､成人性歯周病患者の未治療の歯周ポケットの

細菌叢の細菌構成を､嫌気グローブボックスを含む厳密

な偏性嫌気性菌取扱技術を応用して検討した｡その結果､

歯周ポケット内の構成細菌の圧倒的多数 (分離菌の87%､

表1)が､偏性嫌気性菌であり､また従来の報告と異な

り､グラム陽性梓菌 (Eubacterium等)を主体とする複

雑な細菌構成である事を報告して来た1~3)｡更に､この

様な偏性嫌気性菌が既に小児の歯内病巣に多数存在する

事を見出した3･4)｡成熟した歯周ポケット内の優勢菌と

同じ菌種の細菌が小児の段階から成人期へと､どの様に

定着し優勢になって行くのかを検索することは､歯周疾

患の早期予防に不可欠であると考えられる｡

表1 Isolatesfrom PeriodontalPocket

分離菌数 596株 (100%)
偏性嫌気性菌 518株 (87%) 通性嫌気性菌

*PePtostrePtococcus 37 ( 6%) Actinomyces
G(+)cocci
*Veillonella

Actinomyces
*Ehacterium
*G(+)rods
Bacteym'des
Fusobacterium
Ip71eVOtella
*Selem cmas

*Wolinella
G(-)coccobacilli
G(-)rods
Unidentifiedsp.

4 (0.7%) ProPimibacterium
3 (0.5%) StrePta:occus
4 (0.7%) Actinobuillus
292 (49%) G(-)coccobacilli
6 ( 1%) G(一)rods
5 (0.8%)
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｢歯周ポケット内細菌叢の生態学的検討｣の1つとし

て､栄養環境の観点から､歯周ポケットからの分離菌の

糖分解性､｢糖非分解性｣性状の分析が考えられる｡糖

分解性性状の定義5)はVPI処方のPeptone-Yeast-

extract(PY)培地を基礎培地とし､これにglucoseを

加えた培地 (PYG)中で被検細菌を培養した時､｢酸

産生によるpHの低下の見られるもの｣あるいは､pHの

低下が著しくなくても基礎培地に比べて ｢細菌増殖の認

められるもの｣とした｡また､この性状の認められない

ものを､｢糖非分解性｣菌とした｡

9人の歯周ポケットの優勢菌として分離された､計596

秩 (表1)のうち､441株 (74%)は ｢糖非分解性｣で

あった (図1)｡｢糖非分解性｣の細菌菌種は､Eubacte-

rium属のE.brachy,E.nodatum,E.timidum､我々が

新細菌種として報告しているE.軸 の他､PePostrep-

twtx;twndwos,P.w Dbius等を中心とし､Fug(細 en-um,

lYolinella,Selem cww ,Veill抑Ila等であった (表2)｡

一方､成年者のう蝕に関連する細菌叢の優勢菌は､糖

分解性菌であった (図1)｡ところが､う蝕関連病巣で

も､琴痘歯髄(小児の感染根管)では､総分離菌数､276

株中115株 (42%)が糖分解菌､158株 (57%)が ｢糖非

分解性｣菌であった｡これは､前述のう蝕病巣が硬組織

内病巣であるのに比べて､この場合は､軟組織病巣であ

る事が原因と思われる｡また骨髄炎軟組織病巣3)から､

｢糖非分解性｣の細菌が多く分離された5)｡おそらく､

表2 AssacharolyticIsolatesfrom
PeriodontalPocket

45株 (8%)
28 ( 5%)
2 (0.3%)
ll ( 2%)
1 (0.2%)

2 (0.3%)
1 (0.2%)

36 ( 6%) UnidentifiedG(-)rods6株 ( 1%)
9 (1.5%) Lost
2 (0.3%)
93 (16%)
10 ( 2%)

9 (1.5%)
8 ( 1%)

*:｢糖非分解性｣菌を示す｡

27株 ( 5%)
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Eubacterium

E.brachy
E.nodatum
E.timidum

E.saZzhenus

PePtosirePtαoccus
P.micros
P.anaerobius

Fusobacterium
F.al(灯is

F.namforme
F.nechroPhmim
F.nucleaium

Wolinella
W.cu7て焔
W.recta

W.succiyu)genes
W.sP

Selenomonassp.
Veillmellasp.
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歯周ポケット 歯垢 象牙質う蝕

596株(9例 ) 238株(4例 ) 275株(4例 )

感染根管壁

象牙質深部 乳歯壊症歯髄

256株(8例 ) 糖分解性 276株(6例 )

図 1 糖分解性菌と｢糖非分解性｣菌の割合

壌痘歯髄では､う蝕の硬組戯病巣由来のものと､軟組織

で生育し易い細菌菌種が混合していたと思われる｡時間

経過と共に､歯周ポケット内と似た細菌構成になること

が推察される｡

成人性歯周炎の末治療の歯周ポケットに生息する細菌

の圧倒的多数は､偏性嫌気性 ｢糖非分解性｣菌であった

(表1､図1)｡これは､う蝕病巣と異なり歯周ポケット

の生育環境が ｢糖に依存しない｣状況である可能性が高

い事を示唆している｡我々は､既に､分離菌のアミノ酸

代謝等､幾つかの報告をしている6~9)が､その生態学的

実態について､歯周疾患の早期予防法の確立のためにも､

更に検索が必要と思われる｡
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